
◆大会参加申込について （このページをコピーしてそのままＦＡＸしてください。）
（１）申し込み方法・受付方法

大会参加申し込みは、下記の『参加・弁当申込書』に必要事項をご記入のうえ、所属団体ごとにまとめて、

第一次締切・７月１４日（金）までに、宮崎県人権・同和教育研究協議会宛にＦＡＸか郵送、またはメールで

お申し込みください。（鑑文・送信票等は不要です。）なお原本の保存をよろしくお願いいたします。

参加券は、全体会または分科会の受付でご購入ください（1,000円）。

※参加費を振り込まれる場合は下記口座へお振込み願います。後ほど、参加券をお送りします。

（２）昼食（弁当）について
昼食は、弁当を６００円（お茶付）で販売します。ご希望の方は申込用紙の弁当欄に○をご記入の上、全体会場

で弁当券を必ずご購入ください。

（３）大会実行委員・司会者・報告者・会場責任者・運営責任者・受付・会場係・本部付き・記録・ビデオなどの大会業務に
関係されている方は、備考の欄にその旨ご記入ください。

（４）大会関係者を除く一般参加者の方への宿泊斡旋はしておりません。ご了承下さい。

（５）教職員以外で初めて参加される方、ＰＴＡの方には、第１分科会「初めての学び・新たな学び」（基礎講座）への参
加をお勧めします。

（６）手話通訳等必要な方は、申し込みの際に備考欄に記入しお知らせ下さい。

研究大会参加・弁当申込先 及び お問い合わせ先

〒８８０－０９１５ 宮崎市恒久南１丁目９－１３ 日建ビル 201号
宮崎県人権・同和教育研究協議会 宛

TEL ０９８５－６５－６００３ ＦＡＸ： ０９８５－６５－６００４
E-mail ：miyazakikendoukyou@muse.ocn.ne.jp

第４２回宮崎県人権・同和教育研究大会第３５回宮崎地区人権・同和教育研究大会
参加・弁当申込書

所 属 名 電話 （ ）
記 入 者 名 FAX （ ）

ＰＴＡの方 希望分科会 弁 当 備考欄 (手話通訳が必要、大会役員・関係

○印を 番号を ○印を 者は内容を記入)

1
2
3
4
5

当日変更可 当日必ず会場で引換券をご購入ください。
※ 申込用紙が足りない場合は、コピーしてお使いください。

参加者のお名前

宮崎銀行 赤江支店 店番号１４０ 口座番号１４６０１９
名 義 第４２回宮崎県人権・同和教育研究大会実行委員会

実行委員長 黒木 辰哉

第４２回 宮崎県人権・同和教育研究大会
第３５回 宮崎地区人権・同和教育研究大会

開 催 要 項

第 ４ ２ 回 宮 崎 県 人 権 ・ 同 和 教 育 研 究 大 会

第 ３ ５ 回 宮 崎 地 区 人 権 ・ 同 和 教 育 研 究 大 会

実行委員会実行委員長 黒 木 辰 哉

（ 宮 崎 市 立 青 島 中 学 校 校 長 )

宮 崎 県 人 権 ・ 同 和 教 育 研 究 協 議 会

会 長 﨑 田 由 紀 子

(印影印刷)

◆大会テーマ 差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。

◆主 催 第４２回宮崎県人権・同和教育研究大会第３５回宮崎地区人権・同和教育研究大会実行委員会
宮崎県人権・同和教育研究協議会 宮崎地区人権・同和教育研究協議会

◆共 催 宮崎市教育委員会

◆後 援 宮崎県 宮崎県教育委員会 ほか

◆期 日 ２０１７（平成２９）年 ８月 １日（火）

◆日 程 9:30 10:00 12:10 13:10 16:00

受付 開会行事・記念講演 昼 食 分 科 会

◆会 場 宮崎市 宮崎市民文化ホール
〒 880-0930 宮崎市花山手東3丁目25-3 5 0985-52-7722

※前日・当日の連絡先(県同教)携帯 090-8624-3722
◆参 加 費 １,０００円（大会資料代 等） ※10名以上参加の場合10,000円

◆記 念 講 演 演 題：「ひとりに こ だ わ る 」 に こ だ わ る！
～公教育の役割と自分の立ち位置を問う～

講 師： 徳永 信一さん
〔滋賀県立 湖南農業高等学校 教諭・（公社）滋賀県人権教育研究会・進路保障研究部長〕

※プロフィール
・１９８５年４月より滋賀県立高校教員に奉職。大津中央高等学校（夜間定時制）を初任校
として、２００９年より湖南農業高等学校（全日制農業科）に勤務、現在に至る。

・現任校では、生徒指導部・生徒支援加配、特別支援コーディネーター、人権教育、教育相
談を担当。校内で生徒、保護者、教職員向けに「トクさんの何でも相談室」開設。

・滋賀県同和教育研究会・高校等連絡協議会事務局長を１０年、全国同和教育研究協議会専
門委員（進路･学力保障担当）を１０年拝命した。

・現在、（公社）滋賀県人権教育研究会・「進路を切りひらく（＝進路保障）」研究部長、「セ
パド（人権を考える高校生のつどい）」世話人、「ウリハッキョマダン」実行委員長を経て、
現在「びわ湖南部地域部落解放高校生等交流集会」幹事、「滋賀朝鮮学校勝手に応援団」事
務局長。

子どもたちとの出会い、ぶつかり、つながり、そして、彼ら彼女らから託されてきた願い、悔しさ、怒り、切なさ
…。これまでに出会ってきた「みーんな」が今、この「私」を生きている。そんな私は今、どこに立ち、どんな一歩
を踏み出そうとしているのか…。「公教育の役割」、「進路保障」、「社会認識」をキーワードに「自分の立ち位

置」を問うてみたいと思います。



◆分 科 会 ＊各分科会会場は申し込み状況により変更する場合があります。また、報告順につい
ても変更する場合があります。

番号／分科会名 報 告 タ イ ト ル・報 告 者 名（所 属）・概 要

●「 セ ク シ ャ リ テ ィ を 超 え て ～ 多 様 性 が 彩 る 未 来 ～ 」
儀 間 由 里 香 さん（Take it ! 虹〔長崎県〕）

「偏見」は誰の心にも存在します。大切なのは、私たち自身が「偏見」を持っていることに気づき、

「基礎講座」 そこからどう対応するかです。この講座では、セクシャル・マイノリティについての話を主軸に、全ての
人が「自分らしく生きやすい社会」をみなさんと共に考えていきます。

１
●「 子 ど も の 貧 困 と 人 権 教 育 」

椋 木 香 子 さん・盛 満 弥 生 さん（宮崎大学 教育学部）

子どもの貧困の問題は子どもの権利保障の問題であり、学校教育においては学力保障と人間

関係づくりの問題につながる。貧困の連鎖を断ち切るために学校や教師ができることは何か。教
育学的・社会学的視点を交えて考えていきます。

●「 『 楽 し い 』 は 人 権 の バ ロ メ ー タ ー 」
押 川 通 義 さん（明星幼稚園）

「子ども達の 子ども達による 子ども達のための保育」を実践すれば、障がいがあるなしに関

教育内容Ａ 係なく、どんな子どもでも一緒に、かつ楽しく活動できます。その保育内容について事例を交えなが
学校での実践・授業 らご紹介します。

２ ●「第６学年社会科で、同和問題をはじめとする人権問題をどのように指導するか」
～使用教科書における同和問題をはじめとする人権問題の記述を踏まえた指導の在り方～

外 村 正 人 さん（生目台西小学校）

小学校の教員であれば、だれでも、第６学年を担任する可能性があります。その第６学年の社
会科おいては、室町時代から差別された人々の記述がでてきます。室町時代から現代までの歴

史や公民分野の中で、私たちは同和問題をはじめとする人権問題について、使用している教科

書を生かしながらどのように指導していけばいいのでしょうか。本校での私の実践を報告します。

●「大人はどう変わればいいか？」 ～で、どうする？ という関わり方の報告～

内 田 昌 宏 さん（カウンセラー）

親が変われば子が変わる。先生が変われば生徒が変わる。大人が変われば子どもが変わる。

教育内容Ｂ と言われるけど「じゃ、大人はどう変わればいいの？」という問いに応える形で「で、どうする？」という

学級づくり・ 関わり方の実践を報告します。

３ 仲間づくり

●「 特 別 支 援 学 校 で の 取 り 組 み 」
～ 進路指導を担当して ～

池 田 智 博 さん（県立みなみのかぜ支援学校）

みなみのかぜ支援学校に勤務し、４年間進路指導主事を担当した。卒業生と関わり、感じたこ

とを述べていきたい。

会場

大ホール

会場

練習室

初めての学び
・新たな学び

学校のちから・
教育のちから

会場

イベントホール

学校のちから・
教育のちから

●「 連 携 と 対 話 を 」

竹 元 素 子 さん（県立宮崎商業高等学校）
生徒Aさんは副担任に自分の迷いを話しました。「友人宅の夕食に招かれたときに激しい違和

進路・学力保障 感を覚え自分はDVを受けているのではと疑うようになった」と。DVを受けた家族を支えるために私たち

ができることは何かを考えていきたいと思います。

４
●「 生 徒 ・ 保 護 者 に 寄 り 添 っ た 指 導 の 在 り 方 」

～支援チーム（関係機関）との連携を通して～
村 北 政 彦 さん（大宮中学校）

学校に行けない。行きたくない。そんな子供の思いを毎日感じる保護者は、自分の子どものため
に真剣に考え行動をしています。しかし、子どもの現状が厳しい時は不安感も大きくなります。そのよ
うな時の支援の在り方の一例について発表します。

《 会場周辺地図 》 駐車場には限りがあります。できるだけ公共交通機関をご利用ください。

会場

会議室

子どもたちの
未来の保障

【バス利用】
■宮崎駅⇒⇒⇒市民文化ホール（福祉文化）
●宮崎駅発（橘通り経由）⇔ 市民文化ホール・

薫る坂行き
（駅西口1番乗場・1時間に2～3便・福祉文化公
園で下車 すぐ近く）

●宮崎駅発（県病院経由）⇔花山手・池田台行き
（駅西口2番乗場・1時間に1～2便・福祉文化公
園で下車 すぐ近く）

■宮交シティ⇒⇒⇒市民文化ホール（福祉文化）
●宮交シティ発（南宮崎駅前通バス停経由）⇔

市民文化ホール・薫る坂行き
（4番乗場・1日に数便・福祉文化公園で下車）


